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研究成果の概要（和文）：　クック諸島・ラロトンガ島とNZ・オークランドにおけるプカプカ環礁からの移民コ
ミュニティに焦点を当て、その歴史と組織化の経緯を捉え、平常時における互助を主たる目的とした特徴を明ら
かにした。その上で、固有の言語や伝統芸能といった文化継承や、2005年に環礁社会を襲った巨大サイクロン災
害からの復興支援に着目し、移民コミュニティの機能を指摘した。現代においてプカプカ人の生活世界のレジリ
エンスは、先行研究から導かれるプカプカ環礁社会における資源管理・利用システムの柔軟性・緻密性のみなら
ず、環礁社会と複数の移民コミュニティを繋ぐインターアイランド・ネットワークにも所在するものとして捉え
られるべきだ。

研究成果の概要（英文）：　Focusing on the immigrant communities from Pukapuka Atoll in Rarotonga, 
Cook Islands and Auckland, NZ, this study captured the history and organization of these communities
 and clarified their characteristics of the main objective of mutual aid in normal times. This study
 then pointed out the functions of immigrant communities, paying attention to cultural transmission 
such as their own language and performing arts, as well as reconstruction assistance following the 
massive cyclone disaster that hit the atoll society in 2005. The resilience of the Pukapukan 
lifeworld in the contemporary era should be discussed not only in terms of the flexibility and 
precision of resource management and use system in Pukapuka Atoll society as derived from previous 
studies, but also in terms of the inter-island network connecting atoll society and multiple migrant
 communities.

研究分野： 社会人類学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　狭小性とヴァルネラビリティに特徴付けられる傾向の強い環礁社会を、マルチサイテッド・フィールドワーク
という方法により、インターアイランド・ネットワークという視点から捉え直し、脱領域的でレジリエントな社
会として論じる点で、学術的意義が高い。加えて、環礁社会の住民による複数地域への移住を、気候変動が深刻
化する現代における主体的な戦略として提示することで、国際社会および各国におけるリスク・マネジメントに
関する施策に対して直接に寄与できる点で、社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
オセアニアでは 1960 年以降、脱植民地化と国家・自治政府を形成する動きが進む一方で、産

業の未発達や人口の増加等の原因により、住民がニュージーランド、オーストラリア、アメリカ
の都市へ移住する動きが顕著となった。それを受けて 1970 年代以降、太平洋島嶼系移民、とり
わけその先鞭をつけ移民人口規模も大きいポリネシア系住民の移住に関して、研究が蓄積され
てきた。そのなかで、ヒトに加えてカネ・モノ・情報が双方向的に移動することが指摘され、故
郷の文化変容や移住先でのコミュニティ形成等が明らかにされている。一方で、太平洋島嶼とり
わけ小島嶼を環境・経済・社会的リスクに特徴付けられる現代「リスク社会」のなかで論じる際
に、故郷と複数にわたる移住先の間のネットワークを捉えた上で、移住を住民にとって民族存続
のための戦略とする視点には欠ける。 
このような問題意識の上で、本研究はポリネシアの多島国家クック諸島の北部離島、プカプカ

環礁に注目し、プカプカ人移民コミュニティを調査対象とした。プカプカ環礁は陸域面積約 1㎢、
人口約 500 人で極小島と呼ぶにふさわしい。都市を擁するクック諸島の主島ラロトンガ島から
は 1100km 離れており、年数回来島する貨客船が不定期ながらも環礁と他島を繋ぐ唯一の手段に
なっている。その辺境性・隔絶性から、現在に至るまで言語や文化、社会構造の固有性が際立つ。
また、地方自治政府のもとで相当程度自治が行われており、食糧その他資源の自給自足率も高い。
従ってプカプカ環礁社会は、他の小島嶼社会に比して安定してきたと捉えられるが、1970 年代
以降は、プカプカ人とりわけその若年層の間でも、環礁外ひいては国外の都市へ移住する人口が
増加した。その大半はまず、ラロトンガ島に滞在する。そのままラロトンガ島に居住し続ける者
もいれば、さらにニュージーランドのオークランドやウェリントン、オーストラリアのブリスベ
ンやウロンゴン等に連鎖移住する者もいる。プカプカ人移民人口は島内の 10 倍を上回る 6000 人
程度と言われている。 
 

２．研究の目的 
 
本研究は、クック諸島・ラロトンガ島と NZ・オークランドにおける、2つのプカプカ人移民コ

ミュニティに焦点を当て、両コミュニティと故郷のプカプカ環礁社会との関係性を描き出すこ
とを通じて、リスク社会におけるレジリエンスの所在としてのインターアイランド・ネットワー
クを考察することを、その目的とした。この過程で特に、〈A〉ラロトンガ島およびオークランド
の移民コミュニティの歴史と組織化の経緯、〈B〉ラロトンガ島およびオークランドの移民コミュ
ニティの平常時における特徴、〈C〉プカプカ固有の文化継承と環礁社会の災害復興におけるイン
ターアイランド・ネットワークの機能、の解明を重視した。 
 

３．研究の方法 
 
本研究では、ラロトンガ島とオークランドを対象とした現地調査、日本国内においては既得の

現地調査データ分析、文献調査および研究会の実施を主たる方法とした。現地調査に関しては、
〈A〉〈B〉〈C〉について、コミュニティの活動拠点における参与観察と有識者への聞き取り調査
を実施することにした。 
 

４．研究成果 
 
2019 年末に開始したコロナ禍により、1・2 年目は現地調査が不可能になった。その間には、

既得の現地調査データ、先行研究、新聞記事、インターネット上のデータ等の精査を行った。結
果として、プカプカ環礁社会においては、日常生活において限られた資源を持続的に利用するた
めに、環礁全体、村落、村落下位集団、親族集団、墓域共有集団といった多元的な社会集団の存
在に特徴付けられる社会構造に基づいて、柔軟かつ緻密な資源管理・利用がなされてきたことを
確認した。さらに、2005 年に巨大サイクロンによって資源と居住空間が甚大な被害を受けた非
日常時には、そのような多元的な社会集団あるいはそれに基づく関係性が、応急対応、復旧・復
興というプロセスにおいて機能したことにより、住民は支援物資・資金を活用しながらも、環礁
に留まり混乱を最小限に抑えて生活し続けることが可能になったと分析した。 
2・3 年目は、現地調査を、コロナ禍の余波で限られた形ではあったが実施した。〈A〉について

は、1920 年代以降のプカプカ人の移住の動向と移住先での展開を捉え、特に移民人口が急増し
た 1970 年代以降の歴史に関しては、各移民コミュニティにおけるリーダーの選出、活動拠点の
獲得、法人化、分裂、世代の交代といった重要な出来事を中心に把握した。〈B〉については、各
移民コミュニティの組織的特徴を捉えて環礁社会との同異点を明らかにすると同時に、交流集
会、宗教的集会、小規模ビジネスといった活動内容と、環礁社会および他移民コミュニティとの
人的交流を確認した。〈C〉については、各移民コミュニティにおいて、環礁社会との人的交流や
インターネットを介した交流に基づき、都市で地理的に隣接するラロトンガ人や NZ マオリ等の



他民族にも影響を受けながら、固有の言語や伝統芸能の継承活動が行われていることを捉えた。
さらに、2005 年に環礁社会を襲った巨大サイクロン災害の際には、応急対応という段階のみな
らず、復旧・復興という長期的プロセスにおいて、物資・資金の収集・送付や環礁からの移住者
の受け入れなどによって、重要な役割を果たしたことを明らかにした。その際には、ラロトンガ
島の移民コミュニティこそがハブになったことも確認した。 
コロナ禍により、本研究の遂行は困難を極め、各移民コミュニティに関する現地調査が十分に

実施できたとはいえない。しかしながら、プカプカ人のインターアイランド・ネットワークの実
態の一端は解明できた。すなわち、現代においてプカプカ人の生活世界のレジリエンスは、資源
管理・利用の柔軟性・緻密性といったプカプカ環礁社会自体の特徴のみならず、文化継承や災害
復興において確かに機能する環礁社会と移民コミュニティを繋ぐインターアイランド・ネット
ワークにも、所在すると捉えるべきである。 
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